
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年１組の教室には温かい言葉があふれ、拍手、笑顔、うなずき等の共感的な

空気を感じました。そのため、子ども達は自分らしさを出しながらも、友達の考

えから学んでいました。一人をつくることなく、個人、集団、個人への切り替え

もはやく、最後まで集中力を持って参加していました。全校で「ふりかえり」に

ついて研究を行っていることから、子ども達は

書くことに慣れており、教室には鉛筆で書く音

しか聞こえませんでした。参観していた先生か

ら「いつでも３年生になれますね」という、賞

賛と成長への期待の言葉を受け、子ども達の満

足した顔が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202１「山ちゃん通信」 No,212 
令和３年度 大分教育事務所 所長通信 

２０２２，１，１２ 

文責：山香 昭 

飛込授業第23弾 「教室にあふれさせたい言葉」  「教室から無くしたい言葉」  「3/26 に言われたい言葉」 

由布市立挾間小学校2年1組の子ども達と言葉について楽しく学びました 

放課後は先生方も学びました 
 挟間小の全教職員が参観し、子どもの変
容の姿から学びました。全校をあげて、学
び合いやふりかえりを大切にしているの
で、今回の飛込授業で、その成果が見事に
発揮されたようです。何よりも、先生方の
学ぶ姿が素晴らしかったです。 


